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要要旨旨  
  2019年からスタートした山口学研究プロジェ
クト「SDGsによるスポーツ観光資源の開発」を
ベースとして、2020年に応募した観光庁の中核人
材育成事業「SDGsによる山口県のスポーツ観光
講座」が採択され、山口大学で講座を開講した。

講座は山口県内の自然資源やスポーツ資源を活用

して、アフターコロナでの観光およびスポーツの

推進を目指す人材を育成するものである。ここで

は、２年間の観光庁講座とスタッフで編成したユ

ニットチームで実施した「ユニバーサルツーリズ

ムと車いす」の実践報告も交え報告する。 
 
１１．．ははじじめめにに  
山口県の観光は、これまで歴史を巡り、温泉など

従来型の観光資源を中心に展開してきた。特に明治

維新の中心的な舞台になった世界遺産も有する萩、

美しい港を持つ下関、岩国錦帯橋や瑠璃光寺などを

中心とした歴史遺産や秋吉台での自然観光、川棚温

泉、湯田温泉などが観光の中心となってきた。 
しかしながら、新型コロナの感染拡大で、旅行者

の行動や選好も変容し、ポストコロナでは、山口県

においても従来型の観光に加えてアウトドア志向が

より高まってくることが考えられる(西尾、2021)。 
山口県は、隣県の福岡県や広島県のような都市型

観光資源が少ないが、自然施設を多く訪れる傾向に

ある（観光庁、2021）。今後山口県では、豊富な自
然資源やスポーツ資源などを活用した観光開発が重

要になってくる。 
 
２２．．観観光光庁庁講講座座のの実実施施とと概概要要  
このような背景のもと 2020 年「SDGs による山
口県のスポーツ観光講座」が観光庁中核人材育成事

業に採択され、2020年度、2021年度と 2年間にわ
たって山口県内で実施することになった（観光庁、

2020）。 
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(写真１) 開講式・田中副学長の講義の様子 
  
22..11..  22002200年年のの講講座座  

2020年度講座では、「山口県の自然資源を活かし
たアウトドア、アドベンチャーツーリズムやスポー

ツ、キャンプなどスポーツ観光という視点から、ポ

ストコロナでの滞在型観光地への転換を推進した。

SDGs達成を図りながら、観光を推進する人材の育
成」を目的として実施した。講師は学内、学外から

スポーツ観光を中心としたエキスパートを集めた。 
表１ 2020年度講座プログラム 

 

経済学部西尾建准教授が全体コーデイネーターと

なり、元野村総研の経済学部八代拓准教授、山口県

観光連盟の上田英夫専務理事、観光シンクタンクか

ら公益財団法人日本交通公社の中野文彦氏、株式会

社 JTB総研の山下真輝氏をむかえてボードメンバ
ーを構成し講座の企画、課題の設定などを行なった。 
学内講師は、文理融合の講師編成を行ない、山口

学研究センター長の田中和広副学長をはじめ、副セ

ンター長の脇田浩二特命教授、農学部の種市豊准教

授、医学部の田邊剛教授、技術経営研究科の林裕子

特命教授、経済学部からは、朝水宗彦教授、富本幾

文特命教授が講座を担当した。 
学外講師としては、観光庁町田倫代参事官、日本

スポーツツーリズム推進機構（JSTA）会長で大阪
体育大学の原田宗彦学長。アドバイザリーボードの

中野文彦氏、山下真輝氏、JSTA事務局長の中山哲
郎氏、モンベルアドバイザーで長門市出身の冒険家

内田正洋氏、日本航空小林信也山口支店長、成蹊大

学の境広志教授に講師をお願いした。 
講座では、スポーツ観光や SDGsに対する理解を
はじめ、観光プロダクトのビジネスプラン作成方法

やマーケティング技術を習得した。長門会場では、

アドベンチャーツーリズム、萩会場では、ジオパー

クと自然環境理解、周防大島会場では、スポーツと

食について全 8回の講座を実施した。 
  
22..22..  22002200年年講講座座ののレレビビュューーとと 22002211年年のの講講座座  
表２ 講義および課題で意識した SDGs項目（％） 

講義

n=36 　n＝36 n＝34

①貧困をなくそう 0.5 0.0 0.9

②飢餓をゼロに 0.2 0.0 0.9

③すべての人に健康と福祉を 8.1 16.7 8.4

④質の高い教育をみんなに 7.2 5.6 3.7

⑤ジェンダー平等を実現しよう 1.9 0.0 0.9

⑥安全な水とトイレを世界中に 0.7 0.0 0.9

⑦エネルギーをみんなにそしてクリーンに 1.4 0.0 1.9

⑧働きがいも経済成長も 16.4 33.3 18.7

⑨産業と技術革新の基盤をつくろう 3.5 5.6 5.6

⑩人や不平等をなくそう 0.5 0.0 2.8

⑪住み続けられるまちづくりを 21.9 11.1 20.6

⑫作る責任使う責任 4.9 0.0 3.7

⑬気候変動に具体的な対策を 1.9 0.0 2.8

⑭海の豊かさを守ろう 7.8 5.6 5.6

⑮陸の豊かさを守ろう 6.7 5.6 6.5

⑯平和と公正をすべての人に 0.7 0.0 1.9

⑰パートナーシップ目標を達成しよう 15.5 16.7 14.0

100.0 100.0 100.0

ビジネスプラン作成

SDGｓ17項目 全体 グループ 個人
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本講座では、SDGs での達成をはかりながら観光
を推進する人材の育成を目指しており、各講座およ

びプロジェクト作成に関して意識している SDGs項
目の調査もおこなっている。表２は 2020年講座の講

義とプロジェクト課題作成時に「意識した SDGs 項

目」調査の結果である（表２）。 

表 3 2021年講座プログラム 

 
講義およびプロジェクト課題作成時に意識した

SDGs では、意識する項目で差が見られた。全体を
通して、受講生が強く意識した項目は、SDGs-8「働
きがいと経済成長」、SDGs-11「住み続けられるま
ちづくりを」、SDGs-17「パートナーシップ目標を
達成しよう」であった。講座を通してパートナーシ

ップを重視してスポーツ観光を発展させ、雇用を創

出し経済成長につなげたいという結果になった。次

に意識が強かった項目は、SDGs-3「すべての人に
健康と福祉を」、SDGs-14「海の豊かさを守ろう」、
SDGs-4「質の高い教育をみんなに」、SDGs-15「陸
の豊かさを知ろう」が続いた。「スポーツ観光」にお

いては、雇用、経済成長に加えて、教育、健康、自

然という面での格差是正に関心があることが本調査

の結果から明らかになった。 
2年目の 2021年度は、SDGs項目調査で意識の低

かった項目をプログラムに組み入れ、カバーできる

ようにテクノロジー（SDGs-9）、格差のないスポー
ツ観光（SDGs-10）をテーマに取り入れ、1年目取
り組めていなかったスポーツチームのセッション

（SDGs-17）を取り入れた（表 3）。スポーツチーム
のセッションでは、受講生が山口県内のスポーツチ

ームの取り組みを通してチームスポーツを理解する

スピンオフ企画（レノファ山口 FC、YMGUTS、な
がとブルーエンジェルス、ACT SAIKYO、ミネルバ
宇部）も実施した。 
22..33..  考考ええらられれたたアアイイデデアア課課題題とと講講座座ののままととめめ  

2020年度各講座開催後に実施した振り返りから
2020年度にカバーできなかった SDGs－10「人や国
の不平等をなくそう」を中心にユニバーサルツーリ

ズムを講座に組み込み観光地での共生モデルについ

てみんなで議論のセッションを講座に組み入れた。 
表 4 受講生が作成したグループプロジェクト一覧 
ププロロジジェェククトト名名（（22002200年年度度）） SSDDGGｓｓ項項目目 主主ななアアククテティィビビテティィ

法人向けスポーツセラピープログラム＠
長門

③⑧⑪ 法人向けヘルスツーリズム

キャンピングトレーラーでワーケーショ
ン＆アドベンチャーツーリズム（企業）

⑧⑮⑰ キャンピングカーで企業の
チームビルディング・企業
研修瀬戸内セーリング体験ブライダルフォト ③⑧⑭ 瀬戸内海でのセーリング
フォト映像に残す記録旅行 ⑧⑨⑰ ドローンによる映像撮影旅
行

YO-U（レノファで酔う。山口に酔
う。）

⑧⑪⑰ 観光ツアー、サッカー観戦

Go around やまぐち ③④⑧ 歩く県内観光ツアー

ププロロジジェェククトト名名（（22002211年年度度）） SSDDGGｓｓ項項目目 主主ななアアククテティィビビテティィ

レノファ観戦つき社員旅行プラン
～諸君、遊びたまへ～

⑧⑪⑰ サッカー観戦

世界一車椅子(HIPPOcampe)でアウトドア
が楽しめる県にするプロジェクト

③⑧⑩ アウトドア車椅子普及事業

日本でここでしかできない！ホテルケイ
ブ

無回答 ケイビング、ホテル事業

徳地まるごと村キャンプ～農業と自然を
楽しもう！～

③⑧⑰ 文化体験、自然体験

 
グループ最終課題発表では、アウトドア車椅子を

取り入れた課題が最優秀課題に選出されたのをはじ

め、SDGsを意識した魅力あるスポーツ観光プロジ
ェクトが作成された。 
講座では講義と並行して、山口県でのスポーツ観

光プロジェクト（SDGs を組み込んだ観光商品もし
くはプロモーション）を作成してもらい、専門家に

よる評価を行った。提出課題はグループ 10 プロジ
ェクト（表 4）、個人 40 プロジェクトの合計 50 の
魅力あるプロジェクトが提出された。 

(写真 2) 2021年度修了式の様子 
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３３．．ユユニニババーーササルルツツーーリリズズムムのの実実践践報報告告 
2年目は、観光庁事務局大学院スタッフ（橋本、木
寺、鳴尾）でユニバーサルツーリズムの実施ユニッ

トを構成し、山口県の中心的な観光地である秋吉

台・秋芳洞で実践を試みた。 
ユニバーサルツーリズムおよびアクセサブルツー

リズムに関する先行研究は、非常に少ない。その理

由として、これらが近年出来た新しい概念であるこ

とが挙げられる。ユニバーサルツーリズム（アクセ

シブルツーリズム）とは、障害の有無、年齢に関係

なく、より多くの人々が体験できる観光を提供する

ことをいう（UNWTO, 2021）。これは、すべての人々

が観光体験に参加し、楽しむことを目指す考え方で

ある。世界的に SDGsへの関心が高まるなか重要性が

増しており、主にヨーロッパで積極的に推進されて

いる。しかしながら、日本ではその普及が遅れてい

る現状にある。 
本報告のケーススタディとなる秋吉台・秋芳洞の

位置する美祢市では、「第２次美祢市観光振興計画」

の取り組みが行われている。美祢市の観光客数は近

年穏やかな減少傾向にあり、誘客の工夫が求められ

ている。なかでも、今後はインバウンドの誘客促進

に注力していきたい考えである（美祢市、2020）。
これまで海外からの観光客として大きな割合を占め

ていた韓国は、2017年から伸び悩んでおり、台湾人
観光客は 2015年から 6倍以上に増加している。 
これらのことを背景に、東アジアだけでなく欧米

豪地域も含めたインバウンドへの対応を強化してい

く必要があるとしている。そのためには、世界基準

のユニバーサルツーリズムの考えに即した共生的な

モデルが必要不可欠である。自然資源を活かしたユ

ニバーサルツーリズムを進める場合、ハード面のバ

リアフリー化が困難となる。このことから、人の手

やアイデア、道具を用いて合理的環境を整える、ユ

ニバーサルフィールド（UF）が重要となる。信州大
学では、この考えに基づき、アウトドア車いすの普

及へ向けた取り組みを行っている。以下は、信州大

学の協力のもと本講座で実施されたアウトドア車い

すの実践報告である（信州大学、2021）。 
山口県では、ユニバーサルツーリズムの観光地と

してノウハウウの蓄積がなかったので 3つのステッ
プ「①信州大学での中核人材育成事業によるステー

クホルダーに対する講習の受講（3.1）」「②講座での
実施と秋吉台、秋芳洞での実践(3.2)」「③EXPO で
のアウトドア車椅子の展示とシンポジウムによる討

議(3.3)」で進めていった。 
 

33..11..  ユユニニババーーササルルツツーーリリズズムムととアアウウトトドドアア車車いいすす  
講講習習  

アウトドア車いす（HIPPOcampe）のライセンス

である UNITI の講習会に関して報告する。UNITI
は、バリアフリー環境の整備が難しい自然環境下に

おいて、アウトドア用車いすを用い、車いすユーザ

ーとその家族や友人達が一緒に大自然を安全に楽し

むためのライセンスである。アウトドア車いすは水

陸両用であることから、2 種類の講習があり、海や
湖での利用を想定したものと山岳での利用のための

ものがある。今回は、山岳用の講習会ということで、

2021年 9月 17日に山口大学で実施した。講師には、
一般社団法人インクルーシブ野外教育研究所 上席
技術指導官・主席研究員 小泉二郎氏、信州大学 学
術研究院総合人間科学系 全学教育機構 健康科学教
育部門 講師 加藤彩乃氏を招いた。本来は座学を行
ったのち、実践学習を行うが、台風 14 号の接近に
伴い、プログラムを一部変更しての開催となった。

まず、2 チームに分かれて、アウトドア車いすの組
み立て・分解作業を体験後、共育の丘へ移動した。

実際に自然のなかで使用する場合の安全確保や注意

点等について、実技を通して学んだ。その後、イン

クルーシブ及びユニバーサル教育概論の講義を受け

た。実技で学んだアウトドア車いすの活用法やユニ

バーサルツーリズムについて理解することが出来た。

基本的にアウトドア車いすに限界はなく、インスト

ラクターの技量次第では、どのような環境下でも使

用可能である点について、国内外の事例から学習し

た。また、障害者差別解消法に伴い、民間事業者に

おいても今後インクルーシブな対応が不可欠となる

点を確認した。 
最後に、講師と受講生との意見交換を行った。そ

の際、車いすユーザーのアウトドアツーリズムの課

題として、認知度の低さが挙げられた。アウトドア

車いすのようなアウトドア車いすを用いたアクティ

ビティの存在を知らない車いすユーザーが多いこと

から、今後は、アクティビティ内容の充実のみなら

ず、情報発信にも注力する必要があるといえる。 

 
（写真 3）講習会実技の様子 

 

本講座では、SDGs での達成をはかりながら観光
を推進する人材の育成を目指しており、各講座およ

びプロジェクト作成に関して意識している SDGs項
目の調査もおこなっている。表２は 2020年講座の講

義とプロジェクト課題作成時に「意識した SDGs 項

目」調査の結果である（表２）。 

表 3 2021年講座プログラム 

 
講義およびプロジェクト課題作成時に意識した

SDGs では、意識する項目で差が見られた。全体を
通して、受講生が強く意識した項目は、SDGs-8「働
きがいと経済成長」、SDGs-11「住み続けられるま
ちづくりを」、SDGs-17「パートナーシップ目標を
達成しよう」であった。講座を通してパートナーシ

ップを重視してスポーツ観光を発展させ、雇用を創

出し経済成長につなげたいという結果になった。次

に意識が強かった項目は、SDGs-3「すべての人に
健康と福祉を」、SDGs-14「海の豊かさを守ろう」、
SDGs-4「質の高い教育をみんなに」、SDGs-15「陸
の豊かさを知ろう」が続いた。「スポーツ観光」にお

いては、雇用、経済成長に加えて、教育、健康、自

然という面での格差是正に関心があることが本調査

の結果から明らかになった。 
2年目の 2021年度は、SDGs項目調査で意識の低

かった項目をプログラムに組み入れ、カバーできる

ようにテクノロジー（SDGs-9）、格差のないスポー
ツ観光（SDGs-10）をテーマに取り入れ、1年目取
り組めていなかったスポーツチームのセッション

（SDGs-17）を取り入れた（表 3）。スポーツチーム
のセッションでは、受講生が山口県内のスポーツチ

ームの取り組みを通してチームスポーツを理解する

スピンオフ企画（レノファ山口 FC、YMGUTS、な
がとブルーエンジェルス、ACT SAIKYO、ミネルバ
宇部）も実施した。 
22..33..  考考ええらられれたたアアイイデデアア課課題題とと講講座座ののままととめめ  

2020年度各講座開催後に実施した振り返りから
2020年度にカバーできなかった SDGs－10「人や国
の不平等をなくそう」を中心にユニバーサルツーリ

ズムを講座に組み込み観光地での共生モデルについ

てみんなで議論のセッションを講座に組み入れた。 
表 4 受講生が作成したグループプロジェクト一覧 
ププロロジジェェククトト名名（（22002200年年度度）） SSDDGGｓｓ項項目目 主主ななアアククテティィビビテティィ

法人向けスポーツセラピープログラム＠
長門

③⑧⑪ 法人向けヘルスツーリズム

キャンピングトレーラーでワーケーショ
ン＆アドベンチャーツーリズム（企業）

⑧⑮⑰ キャンピングカーで企業の
チームビルディング・企業
研修瀬戸内セーリング体験ブライダルフォト ③⑧⑭ 瀬戸内海でのセーリング
フォト映像に残す記録旅行 ⑧⑨⑰ ドローンによる映像撮影旅
行

YO-U（レノファで酔う。山口に酔
う。）

⑧⑪⑰ 観光ツアー、サッカー観戦

Go around やまぐち ③④⑧ 歩く県内観光ツアー

ププロロジジェェククトト名名（（22002211年年度度）） SSDDGGｓｓ項項目目 主主ななアアククテティィビビテティィ

レノファ観戦つき社員旅行プラン
～諸君、遊びたまへ～

⑧⑪⑰ サッカー観戦

世界一車椅子(HIPPOcampe)でアウトドア
が楽しめる県にするプロジェクト

③⑧⑩ アウトドア車椅子普及事業

日本でここでしかできない！ホテルケイ
ブ

無回答 ケイビング、ホテル事業

徳地まるごと村キャンプ～農業と自然を
楽しもう！～

③⑧⑰ 文化体験、自然体験

 
グループ最終課題発表では、アウトドア車椅子を

取り入れた課題が最優秀課題に選出されたのをはじ

め、SDGsを意識した魅力あるスポーツ観光プロジ
ェクトが作成された。 
講座では講義と並行して、山口県でのスポーツ観

光プロジェクト（SDGs を組み込んだ観光商品もし
くはプロモーション）を作成してもらい、専門家に

よる評価を行った。提出課題はグループ 10 プロジ
ェクト（表 4）、個人 40 プロジェクトの合計 50 の
魅力あるプロジェクトが提出された。 

(写真 2) 2021年度修了式の様子 
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(写真４) 講義の様子 
33..22..  秋秋吉吉台台＆＆秋秋芳芳洞洞のの実実践践報報告告  

2021年 10月 7日の観光庁講座第 3回において行
われた、秋吉台でのアウトドア車いす利用の実証実

験に関しても紹介したい。本実証実験は、合同会社

SOU代表であり車いすユーザーの中岡亜希氏、IOE 
RESEARCH プログラムディレクター 小泉二郎氏、
信州大学学術研究院総合人間科学系 加藤彩乃氏の
協力のもと実施した。UNITI講習を受けた受講生を
中心にアウトドア車いすの組み立てを行った。その

後、アウトドア車いすに乗った中岡氏は、受講生ら

とともに若竹山の山頂へ到達し、無理なく下山する

ことが出来た。 

 
(写真５) 若竹山山頂での受講生との記念写真 

 
(写真 6) アウトドア車いすで若竹山を下る様子 
また、2021年 10月 8日に秋芳洞で行われた、ア

ウトドア車いすの運用試験の成果もまとまる。これ

までの秋芳洞では、車いすユーザーの入洞が可能と

なる範囲は限られており、入口から出口までを制覇

した例はなかった。本実証実験では、アウトドア車

いすを用いることで、これまで不可能であった車い

すユーザーの秋芳洞観光の可能性を検討した。 
本実証実験は、上述した中岡氏らに加えて、山口

大学大学院生 2名も参加した。脇田特命教授（山口
大学）と村瀬氏（秋吉台アドベンチャーツアーズ）

の 2名をガイドに、下りコースでの探検を行った。 
入口を入ってすぐの階段は、横幅に余裕があり 3
名の補助があれば問題なく降りる事ができた。傾

斜・段差（通常の階段程度）も搭乗者とインストラ

クターへの負担は少なかった。「マリア観音」付近の

道は、秋芳洞で最も狭い通路であるが、なんとか通

過することが出来た。「巌窟王」の横を通る階段は、

先の状況を把握しながら反転する必要があり、スム

ーズな移動を行うため、アウトドア車いすの先を持

ち上げつつ方向を変えた。アウトドア車いすに搭乗

することで、必然的に視線が上に向き、主要な生成

物のみならず天井も観ることになる。そのため、洞

窟の魅力をより楽しむことができた。巌窟王〜黄金

柱間にある人工の通路では、常に階段が濡れている

ため、インストラクターは足元に注意しなければな

らなかった。千畳敷〜洞内富士までは長い階段や曲

がりくねった通路となっているが、アウトドア車い

すは安全に通ることができた。 
結果として、車いすユーザーは、アウトドア車い

すに乗ることで、通常の車いすでは入ることの出来

ないエリアまで観光することが出来た。ただ、観光

商品化にあたっては、リスク管理が重要となるため、

アウトドア車いすを安全に扱うためのライセンスで

ある UNITI の取得をはじめとした人材育成に尽力
しなければならない。 
今後、美祢市のみならず山口県全体の観光振興を

進めるにあたり、アウトドア車いすの活用推進が新

たな観光需要の創出に寄与すると考えられる。 

    
（写真７）アウトドア車いすで秋芳洞をめぐる様子 
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33..33..  ききらららら浜浜ででのの展展示示ととシシンンポポジジウウムムのの開開催催  
これらの実践で得られた成果は、山口きらら博記

念公園で開催された「スポーツフィールドやまぐち

フェスティバル（2021年 10月 23～24日）」にて一
般の方への紹介を行った。 
実際にアウトドア車いすを体験した障害のある子

どもの感想には、「こんなに早い車いすに乗ったのは

初めて。気持ちいい。」というものがあった。また、

健常者の男性からも、「いずれお世話になるから子供

に押してほしい」との意見があった。障害者の方の

心身の健康維持の一端を担うのみならず、高齢化社

会におけるアウトドアツーリズムにおいても利用の

可能性を見出すことが出来た。 

 
（写真 8）「スポーツフィールドやまぐち 
フェスティバル」での展示の様子 

 

 
（写真 9）アウトドア車いすを体験している様子 

 
また、2021 年 10 月 25 日には、信州大学と共催
で「障害者差別解消法と山口県のスポーツツーリズ

ムについて考える」シンポジウムを挙行した。障害

者におけるアウトドアツーリズムの重要性や観光庁

講座の学生スタッフが実際にアウトドア車いすを使

ってみた感想などを報告した。パネルディスカッシ

ョンでは、ヨーロッパでの先進事例、海を含めた自

然でのアウトドア車いすの運用と自治体の支援方法

など、ユニバーサルツーリズムの可能性について幅

広く議論した。 

 
（写真 10）「障害者差別解消法と山口県のスポーツ
ツーリズムについて考える」シンポジウムの様子 
 
４４．．ままととめめ  
本報告では、山口学研究をベースに獲得した観光

庁中核人材育成事業の外部資金で開講した講座

「SDGs による山口県のスポーツ観光講座」と講座
スタッフの大学院生（橋本芙奈、木寺航大、鳴尾裕

貴）で構成したユニットで「ユニバーサルツーリズ

ム」に関する実践について報告した。 
また本プロジェクトでは、学術界やコミュニティ

への紹介も行った。学術的貢献では、7 月に開催さ
れた観光学術学会では、講座講師でテーマセッショ

ン「SDGs から観光を考える」を開催した。西尾建
「観光講座と SDGs」、脇田浩二特命教授「ジオパー
クとスポーツ観光」、朝水宗彦教授「インバウンド観

光と SDGs」、種市豊教授「地域循環型経済と地域観
光の関係性―農産物と観光に焦点をあててー」に加

えて講座講師で追手門学院大学の石盛真徳教授「ト

レイルランニングと地域観光－心理学と SDGsから
考える」の発表を行った。 
本年度は、新型コロナ感染拡大も収まってきたの

で、ンポジウムやイベントを実施してコミュニティ

へのスポーツ観光の紹介などの普及活動も積極的に

実施した。 
 
表 5 講座で実施シンポジウムとイベント一覧 

イイベベンントト名名 会会場場

美祢市秋芳中学で国際交流イベント 美祢市

きらら浜アウトドア車いす展示 山口市

山口大学・信州大学共催『障害者差別解消法と山口県
のスポーツツーリズムについて考える』

山口大学

地域施設とスポーツ 長門市

「スポーツチームとまちづくりを考える」 周南市

維新スタジアムでのスポーツイベントプロモーション 山口市

修了式・ニューノーマル時代のスポーツ観光 山口大学  
 またシンポジウムや講座の様子は、メディア（中

国新聞、KRY山口放送, 山口朝日放送、NHK）で
も多く取り上げられた。 

 

(写真４) 講義の様子 
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中心にアウトドア車いすの組み立てを行った。その

後、アウトドア車いすに乗った中岡氏は、受講生ら

とともに若竹山の山頂へ到達し、無理なく下山する

ことが出来た。 

 
(写真５) 若竹山山頂での受講生との記念写真 

 
(写真 6) アウトドア車いすで若竹山を下る様子 
また、2021年 10月 8日に秋芳洞で行われた、ア

ウトドア車いすの運用試験の成果もまとまる。これ

までの秋芳洞では、車いすユーザーの入洞が可能と

なる範囲は限られており、入口から出口までを制覇

した例はなかった。本実証実験では、アウトドア車

いすを用いることで、これまで不可能であった車い

すユーザーの秋芳洞観光の可能性を検討した。 
本実証実験は、上述した中岡氏らに加えて、山口

大学大学院生 2名も参加した。脇田特命教授（山口
大学）と村瀬氏（秋吉台アドベンチャーツアーズ）

の 2名をガイドに、下りコースでの探検を行った。 
入口を入ってすぐの階段は、横幅に余裕があり 3
名の補助があれば問題なく降りる事ができた。傾

斜・段差（通常の階段程度）も搭乗者とインストラ

クターへの負担は少なかった。「マリア観音」付近の

道は、秋芳洞で最も狭い通路であるが、なんとか通

過することが出来た。「巌窟王」の横を通る階段は、

先の状況を把握しながら反転する必要があり、スム

ーズな移動を行うため、アウトドア車いすの先を持

ち上げつつ方向を変えた。アウトドア車いすに搭乗

することで、必然的に視線が上に向き、主要な生成

物のみならず天井も観ることになる。そのため、洞

窟の魅力をより楽しむことができた。巌窟王〜黄金

柱間にある人工の通路では、常に階段が濡れている

ため、インストラクターは足元に注意しなければな

らなかった。千畳敷〜洞内富士までは長い階段や曲

がりくねった通路となっているが、アウトドア車い

すは安全に通ることができた。 
結果として、車いすユーザーは、アウトドア車い

すに乗ることで、通常の車いすでは入ることの出来

ないエリアまで観光することが出来た。ただ、観光

商品化にあたっては、リスク管理が重要となるため、

アウトドア車いすを安全に扱うためのライセンスで

ある UNITI の取得をはじめとした人材育成に尽力
しなければならない。 
今後、美祢市のみならず山口県全体の観光振興を

進めるにあたり、アウトドア車いすの活用推進が新

たな観光需要の創出に寄与すると考えられる。 

    
（写真７）アウトドア車いすで秋芳洞をめぐる様子 
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(写真 11) NHKにも取り上げられたシンポジウム

でのパネルディスカッションの様子 
 

今後も山口学研究を活用しアフターコロナでのス

ポーツ観光の振興と SDGsにもとづき、格差なく参
加できる共生モデルの構築を目指して研究および活

動を進めていきたい。 
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